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報告集発行にあたって
本報告書は 2018 年 1 月 29 日に東京外国語大学で開催された国際シンポジウム「日本 - アフリカ関係を
とおしたグローバル資本主義の批判的検討：土地、空間、近代性」( 大学院国際日本学研究院・現代アフリカ地
域研究センター共催 )の記録である。シンポジウムでは、アフリカ (武内進一、以下、敬称略 )、コロンビア (幡




このシンポジウムの構想は、キャロル・グラック教授による本学大学院での 2016 年度冬期集中講義 (2017
年 1 月 ) “Rethinking Modernity: Japan and World History” に端を発している。グラック教授のセミナーでは、
Marius Jansen らの 1960 年代北米の日本近代化論をふまえ、竹内好、安丸良夫、Arif Dirlik などの議論を通して、
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